
第 17回 氷川参道歩行者専用化検討協議会 概要版

昨年 10 月に実施した交通実態調査をもとに、協議頂く内容の概要版を作成しました。

参考として頂ければ幸いです。 
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・全体交通量は減少（中区
間規制前より約９％減）

・北進通過交通は増加 
・流入車両の約3割は南区
間を経由 

⇒南区間からの流入車両へ
の対策が必要 

・全体交通量は減少 
・東方向からの流入が多い 
・貨物車台数は変化がなく、
通過道路としての利用がみ
られる 

⇒北区間への進入を一部でも
抑制すると、東側生活道
路①の通過交通対策にも
なると思われる 

・全体交通量は減少 
・一の鳥居入り口から進入抑制し
ないと吉敷町内にあるその他生
活道路の交通量が増大する恐れ
がある 

⇒南区間の進入を抑制するのであ
れば、入り口から塞ぐ必要があ
る 

北区間、南区間を塞ぐことで通過交通を防ぐことができると考えられる
ため、対策案（P.30-33）について、ご意見をいただき、今後の社会
実験の内容検討の資料としていくものです。

対策案①,②（南区間）

対策案❶（北区間）

対策案③ 

（南区間） ・参道西側の居住
者の出入りへの
影響を低減する
ため、北側の区
間を塞ぐ案

※詳しくは、本編をご確認願います。 


